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1．は じめ に

　 わ が 国 の 浅 層地 下地 質層序研究 は，臨海平野 を 中心

に進 め られ て きた が，内陸 盆 地 に 関 して は 系統だ っ て

議論 され る こ とが少 ない ．私 た ちは，滋 賀県 各 部 局他

関係 各位 の 協 力 を得 て 近 江 盆 地 全 域 の 浅 層 地
．
ド地 質資

料 をデ…タベ ー
ス 化 し て い るが，そ の 過程で 当地 の 地

卜地 質 に つ い て 新 しい 知 見 が 得 られ て きた，わ が 国の

代表的な内陸湖盆 で あ る本 盆 地 の 特 徴 を ま とめ る ．

平野 と同 様 の 地 形 配 列 が 発 達す る．また，

琵 琶 湖 の 湖 岸 に は 広 い 範 囲 で 比 高 3m 以 ド

の 浜 堤 が 発達 し，そ の 内陸側 に は 昭 和の

干 拓 ま で 至 る 所 で 内 湖 と 呼 ば れ る 浅 い 付

属 湖が 広 が っ て い た （図
．−1）．

　 本 研
．
究 に お い て は 従 来 行 な わ れ て い た N

値 に 基 づ く層 序 区 分で は な く，AT な ど 火 山

灰 層ほ か の 鍵 層 を 追跡 し，既 往 層 序ボ
ー一

リ

ン グ と対比 す る こ とに よっ て，地 質学的に

同時 間 を認 定 す る こ と に よ っ て 地 層 の 対 比

・編年 を行 な っ た．

2．　 地域概説 と調 査手 法

　近 江 盆 地 は西 縁 を琵 琶 湖西 岸断層帯が 画 し，湖西 で

は 多く の 地 域 で 急 峻 な 山地 と扇状地が 湖岸

近 く ま で 達 して い る．一
方湖 東 は 残 丘 状 の 　　 ［＿ 湖 ．内湖

基盤岩 Ii亅地が 点在す る ほか は 広 く 山地 側 か　　　墅 干拓された内湖

ら扇 状 地 ・自然 堤 防 帯 ・三 角州 と い う臨海 　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3．　 調査 結果

　本研 究で は，浅 部 地 下 地 質を L位 か ら A 層

（沖積層 相当＝約 1．6 万年 前 以 降 ）と B 層 （

段 丘 堆積 物 相 当二
約 1．6 万 年前 以 前 〉に 区 分

し （表
一1＞，両 層 の 地 域的特 徴 の 解明に 努 めた．

　琵琶 湖大橋 を 通 っ て 近 江 盆 地 を 東 西 に 横 断

す る 断面図を図
一2 に示 す，

　 こ の 図 に 示 され て い る よ うに ，A 層 は湖 西 で

厚 く，東 に む か っ て 薄くなる傾向が あ る，また 、

琵 琶 湖 湖 底 か ら 野 洲 川 河 口 部 に か け て 連 続 性 の

良い ・均質軟弱 な粘 土 （湖 成 粘 土 ）が発達す る．

湖 東 平野 で は 互層 が発 達す る が ，B 層 の 上 部 に

厚 さ 2 〜最 大 8m の 腐 植 土 が 広 範囲に 連続す る，こ の

腐植 土 の 中〜下部 に しば しば AT が挟在 す る．さらに

」］地 寄 りで は砂 礫 が卓越 す る．こ の よ うな地質構成は

湖東平野 で は か な り
一

般的 に認 め られ る．

　 図 一3 に 彦 根市 街の 東 西 断面 を 示 す ，彦根 の 城 下町

は湿 地 を埋 め 立 て て 造 られ た場所で あ り，か つ て は 内

湖 で あ っ た と考 え られ る．そ こ に は厚 さ 10m 余に 達す

る粘性土を 中心 とす る堆 積物が 分 布 す る．1 の よ うな

細 粒 堆積物 は ，湖成粘 土や 姉川 中流部 の 後 背湿 地 堆 積

物 と と もに滋賀県内で は少ない 軟弱地盤を構成 し，地

　 ：　 主な層序ポーリング

ニ，亜］肝 の深度

奮
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図
一1　 近 江盆地 の地形 とAIの埋 没深度

地形分類 は池 田 ほか （1991）を簡 略化，活断層 は岡 田 ・東郷 〔2000）を参考に 作成
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震時に 局所 的な 強 震動 を 生 じ させ る要 因 の
一

つ とな っ

て い る．
　 　 呼 乙　 T「trl．

・it「、横 　・」川川9 　 目

け ．t／−Irl．

　　　　　　　　　　i 自 ．　 湖 底 　三角 dti　 　 　 　 　 　 　 段 丘

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　’堤防

　 　 　 　 ・／t　　　　　 堅
　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　 　 　 、to／／

　 　 　 　

　　　
り゚
 

　　　、、、〔1
現湖水位　
〔τP84畷
　 　 　 　 　

tL〕

6／．｛rU

自然堤防帯

tt「，りot

ゆ面

扇状地

．1

1山　り．

L
り　」り

r．　．冂

弓

1

図
一2　近江 盆 地 南部の 東西 断面 （大津市真野〜野洲市三 上 山麓付近）
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一3　彦根市街 地 の 東西 断 面

表
一1 層序概要 ＊ 関西 地質調査業協会担 当研 究者 ：

村橋吉晴 （  エ イ ト コ ン サ ル タ ン ト）・藤沢 晃 （川 崎

地 質  ）
・
伊藤雅 之 （国際航業  〉・佐野 正 人 （中 央

開 発  ）・束原　純 （中央開発   ）・中島　啓 （基 礎

地 盤 コ ン サ ル タ ン ツ   ）
・
μ」岡武司 （中央復建コ ン サ

ル タ ン ツ   ）・矢 野 晴 彦 （明治 コ ン サ ル タン ト  ）
・

藤 原 重 彦 （元  キ ン キ 地 質セ ン タ
ー

）・中 島載雄 （ 

東 京 ソ イ ル リ サー
チ ）・木村 　浩 （  国 ±地 建 ）・新 谷

加 代 （  阪 神 コ ン サ ル タ ン ツ ）・上原 久典 （共 同組 合 関

西 地盤環境研 究セ ン タ
ー

）

＋ 産 業技術総合研 究 所担 当研 究者 ： 小 松原琢 （地 質 1青報

研 究 部 門 ）
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